
遠野市の防災・安全対策の道づくり

平成24年度　～　平成26年度　（3年間） 遠野市

遠野市内の集落地域及び幹線道路への円滑な交通を確保するため、道路整備を行い生活基盤の向上を図る。

・歩道拡幅及び新設

・舗装修繕箇所必要箇所の整備済割合を増大させる。

（H22当初） （H24末） （H26末）

歩道拡幅及び新設率

　（歩道拡幅及び新設率）＝（改善整備済延長/要改善計画延長）×100 0% 55% 100%

道路機能の保全を行う必要がある箇所に対する改善整備率

　（改善整備率）＝（改善整備済箇所/要改善計画箇所）×100 0% 20% 40%

○事後評価の実施体制、実施時期

平成28年３月

　社会資本総合整備計画審査会にて事後評価を実施

遠野市ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

交付対象事業

Ａ１　基幹事業 上段：計画　　下段：実施

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

現道拡幅Ｌ＝750ｍ 290

現道拡幅Ｌ＝720ｍ 211

舗装補修Ｌ＝1,200ｍ 43

舗装補修Ｌ＝1,200ｍ 43

舗装補修Ｌ＝340ｍ 12

舗装補修Ｌ＝340ｍ 12

舗装補修Ｌ＝50ｍ 5

舗装補修Ｌ＝50ｍ 5

350

271

公表の方法

事　後　評　価

事　後　評　価事　後　評　価

事　後　評　価

事業者

直接 遠野市

平成27年3月18日

全体事業費

（百万円）

（参考様式２）社会資本総合整備計画　事後評価書　

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

要素となる事業名

市町村名

（事業箇所）

ＣＢＡ

備考

当初現況値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

遠野市

遠野市

0百万円

最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

効果促進事業費の割合25百万円

20-A-10

20-A-9

20-A-8

（１）大工町駒木線（蓬田）一般 遠野市道路

（他）中道小平線（小平）

（１）関田関口線（中妻）遠野市一般

一般

全体事業費

20-A-7

6.7%

7.8%

中間目標値

375百万円

294百万円 271百万円 0百万円 23百万円

事後評価の実施時期

直接 遠野市

遠野市

350百万円

直接 遠野市

直接 遠野市 （１）新穀町通り線（新穀町） 遠野市

合計

道路

道路

道路

一般

遠野市

遠野市



Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 施設 備考

種別 種別 対象 間接 種別 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業 上段：計画　　下段：実施

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

15

13

6

6

4

4

25

23

番号 備考

     遠野市の地域に密着した道路交通を円滑に確保する道づくり 上段：計画　　下段：実施

交付 備考

対象

500

223

107

65

87

37

609

348

45

40

56

0

80

73

20

20

社会資本移行元

社会資本移行元

社会資本移行元

社会資本移行元

社会資本移行元

社会資本移行元

遠野市

遠野市

3.9%

遠野市

遠野市

遠野市

遠野市

遠野市

2.4%

（他）砂子沢線他19路線（砂子沢）遠野市道路20-A'-1

社会資本移行元

道路

遠野市

合計

（Ａ'＋Ｂ'＋Ｃ'）

全体事業費 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')）Ｃ’Ｂ’Ａ’

遠野市

遠野市

806百万円 786百万円 0百万円 20百万円

1,504百万円 1,484百万円 0百万円 20百万円

（１）切掛権現線他21路線

（１）東舘浜峠線（融雪）（遠野町）

全体事業費

（百万円）

（事業箇所）

遠野市

（１）東舘浜峠線（遠野町）遠野市

施設整備20-C'-2 休憩施設整備

遠野市道路

20-A'-11

道路20-A'-3

（他）張山安居台線（安居台橋）

遠野市道路20-A'-5

稲荷下第二地区（（都）遠野駅稲荷下線外）遠野市道路20-A'-4

道路

直接 遠野市

直接

20-A'-2

（１）粡町線（下宮守）

20-A'-6

合計

要素となる事業名

事業内容

遠野市

直接 遠野市

番号

道路

番号

道路

道路

20-Ｃ-4

20-Ｃ-3

全体事業費

（百万円）

事業者

全体事業費

（百万円）

要素となる事業名 事業内容 市町村名

（延長・面積等）

事業者

市町村名

省略

工種

事業実施期間（年度）

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

遠野市

遠野市

遠野市

防災拠点機能強化事業

舗装補修

一体的に実施することにより期待される効果

長寿命化修繕計画

事業種別

要素となる事業名

20-Ｃ-1

遠野市

遠野市

遠野市

その他関連する事業

計画等の名称

計画調査

路面性状調査

橋梁の点検

社会資本移行元

一般

一般

一般



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

Ⅰ定量的指標に関連するⅠ定量的指標に関連する

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

　　　交付対象事業の効果の発現状況　　　交付対象事業の効果の発現状況

　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・道路改良工事における歩道拡幅及び新設工事を実施する。

Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅱ定量的指標の達成状況Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

（必要に応じて記述）（必要に応じて記述）

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・引続き各事業を進めることにより、市内の集落地域及び幹線道路への円滑な交通を確保する。

交付金事業の低内示により、事業実施路線が減少したため。

80.2%

80.2%80.2%

80.2%

3,235ｍ/4,035ｍ

最終目標値

最終目標値最終目標値

最終目標値

目標値と実績値

目標値と実績値目標値と実績値

目標値と実績値

に差が出た要因

に差が出た要因に差が出た要因

に差が出た要因

最終実績値

最終実績値最終実績値

最終実績値

指標①・歩道拡

指標①・歩道拡指標①・歩道拡

指標①・歩道拡

幅及び新設率

幅及び新設率幅及び新設率

幅及び新設率

100.0%

100.0%100.0%

100.0%

4,035ｍ/4,035ｍ

指標②舗装修繕

指標②舗装修繕指標②舗装修繕

指標②舗装修繕

整備率

整備率整備率

整備率

最終目標値

最終目標値最終目標値

最終目標値

40.0%

40.0%40.0%

40.0%

目標値と実績値

目標値と実績値目標値と実績値

目標値と実績値

に差が出た要因

に差が出た要因に差が出た要因

に差が出た要因

舗装修繕必要箇所が想定より多かったため実施箇所を再検討したため。

400箇所/1,000箇所

最終実績値

最終実績値最終実績値

最終実績値

25.8%

25.8%25.8%

25.8%

364箇所/1,411箇所



（参考図面）

計画の名称 20 遠野市の防災・安全対策の道づくり

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 遠野市

交付対象

20-A’-10 （１）新穀町通り線

20-Ｃ’-４ 防災拠点機能強化（計画調査）

20-A’-９ （他）中道小平線

20-Ｃ’-３ 防災拠点機能強化舗装補修

20-A’-７ （１）大工町駒木線（蓬田）

20-A’-８（１） 関田関口線

20-Ｃ’-１ 長寿命化修繕計画※市内各橋


